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～
ア
マ
ナ
～

▲葉はさっとゆで、マヨネーズなどであえると
おいしくいただけ、治療効果も得られます。

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

　

日
当
た
り
の
良
い
田
の
土
手
や
、
草
原
、
山
野
に

自
生
す
る
宿
根
草
で
す
。
宿
根
草
と
は
、
地
上
に
出
た

部
分
だ
け
が
冬
に
枯
れ
て
、
春
に
再
び
成
長
す
る
植
物

で
す
。
地
下
に
球
状
の
鱗り
ん
け
い茎
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
は

焼
い
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
形
が
ク
ワ
イ
に
似
て
い
て
、

草
原
に
生
え
て
い
る
の
で
ム
ギ
ク
ワ
イ
と
呼
ば
れ
た

り
、
葉
が
淡
緑
色
の
長
い
線
形
に
近
く
て
、
花
が
ユ
リ

な
の
で
、
マ
ツ
バ
ユ
リ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
鱗
茎
を
春
か
ら
秋
に
採
集
し
、
天
日
乾
燥
し
た

も
の
の
生
薬
名
が
山さ
ん
じ
こ
慈
姑
で
、
煎
じ
て
服
用
す
れ
ば
滋

養
強
壮
剤
と
し
て
効
果
が
あ
る
と
と
も
に
廱
よ
う
ち
ょ
う疔、
悪お
そ
う瘡

な
ど
を
解
毒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
の
ど
の

痛
み
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
を
ひ
く
と
す
ぐ
に

の
ど
が
痛
く
な
る
人
は
、
時
々
煎
じ
て
飲
む
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

ア
マ
ナ
の
薬
用
植
物
と
し
て
の
認
識
は
比
較
的
新

し
く
、
1
0
3
8
年
に
書
か
れ
た
経
史
証
類
忘
備
急

本
草
が
最
初
と
な
り
ま
す
。

　

丸
く
て
小
さ
な
球
根
の
黒
い
皮
を
む
い
て
、
ク
ワ

イ
と
同
じ
よ
う
に
調
理
し
て
食
べ
た
り
、
焼
い
て
皮

を
は
い
で
食
べ
た
り
し
ま
す
。
ア
マ
ナ
の
鱗
茎
に
は
、

鱗
茎
に
あ
り
が
ち
な
特
有
の
苦
み
や
刺
激
が
な
く
、

お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
て
い
る
と
お

で
き
が
で
き
に
く
い
体
に
な
り
ま
す
。
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砥
取
地
区
で
は
、「
こ
の
大
師
道
を
後
世
に

残
し
た
い
」
と
の
声
も
あ
り
、
地
域
で
協
力
し

合
い
な
が
ら
新
た
に
道
標
を
立
て
る
な
ど
、
整

備
や
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
道
の
入
り
口
付
近
に
は
「
山
の
神
さ
ん
」

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
は
「
カ
ギ
ヒ
キ
」

の
年
始
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　

大
師
の
道
は
険
し
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
比

較
的
ゆ
る
や
か
で
、
可
愛
い
道
案
内
板
や
珍
し

い
指
差
し
の
道
標
、
ま
た
旅
人
の
疲
れ
を
癒
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
井
戸
や
当
時
の
賑
わ
い
が

残
る
茶
屋
の
跡
な
ど
、
片
道
１
時
間
40
分
ほ
ど

の
道
の
り
で
す
が
、
当
時
を
思
い
巡
ら
せ
る
参

道
で
す
。

➋
弘
法
大
師
１
１
５
０
年
の
道

�

～
大
師
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

�

～
大
師
道
を
歩
く
会
～

�　
４
月
10
日
、
肌
寒
く
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た

こ
の
日
、
室
生
砥
取
地
区
を
出
発
点
に
、
山

越
え
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
は
、
三
重
県
側
よ
り
初
瀬
街
道
を

通
り
、
室
生
三
本
松
長
瀬
地
区
か
ら
瀧
谷
の

山
を
越
え
て
砥
取
か
ら
室
生
寺
へ
向
か
う
古

道
で
す
。

　

弘
法
大
師
の
月
命
日
で
あ
る
21
日
に
は
、

室
生
寺
へ
「
お
大
師
さ
ん
参
り
」
を
す
る
参

道
と
し
て
多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
登
山
道
に
設
置
さ
れ
た
古
い

道
標
の
年
月
が
経
っ
て
か
な
り
傷
ん
で
い

た
た
め
、
当
ま
ち
協
の
ス
タ
ッ
フ
で
道
標

の
交
換
と
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
更
に
頂

上
手
前
に
あ
る
天
狗
岩
展
望
台
も
雑
木
が

伸
び
て
見
晴
ら
し
が
悪
い
た
め
、
所
有
者

の
許
可
を
得
て
、
雑
木
の
整
備
を
し
ま
し

た
。
天
狗
岩
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
日
本

百
名
山
に
選
ば
れ
た
大
峰
山
等
の
山
々
を

見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
休
憩
場
所
と
し
て

も
適
し
て
い
る
た
め
、
ベ
ン
チ
の
設
置
も

行
い
ま
し
た
。

　

当
ま
ち
協
で
は
き
れ
い
に
整
備
を
し
た

伊
那
佐
山
登
山
道
を
歩
い
て
、
多
く
の
方

に
澤
城
跡
や
八
咫
烏
神
社
な
ど
歴
史
的
な

史
跡
が
多
い
伊
那
佐
地
区
の
魅
力
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

➊
神
武
東
遷
伝
説
の
里
山
、

�

伊
那
佐
山
登
山
道
を
整
備

～
伊
那
佐
地
区
ま
ち
協
～

　

気
軽
に
登
れ
る
歴
史
深
い
里
山
、
伊
那
佐
山

（
6
3
7
ｍ
）
は
現
在
も
信
仰
の
山
と
し
て
、

山
頂
に
は
「
都つ

が

な

ぎ

賀
那
岐
神
社
」
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
神
武
東
遷
の
時
に
詠
ん
だ
と

い
わ
れ
る
歌
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
て
、
近
年
は

ハ
イ
キ
ン
グ
で
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
登
山
者
用
に
作
っ
た
旧
伊
那
佐
文
化

セ
ン
タ
ー
脇
の
駐
車
場
も
徐
々
に
知
る
方
が
多

く
な
り
、
登
山
者
の
方
に
良
く
利
用
を
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

▲整備した天狗岩展望台にて

▲皆で協力して、道標を交換しました

▲室生寺へ続く古道

➌令和 4年度宇陀市まちづくり活動
応援補助金の交付事業が決定

団体名 事業名と活動内容

一般社団法人
クオリティオブ
ライフ SANKI

【三本松地区まるままマルベリー計画】
　休耕作地を利用してマルベリー（桑の木）を
生産しマルベリー農園をつくる。将来は農園と
して運営し雇用推進、体験を通して子どもたち
の農育、食育の提供や各種団体との協力体制を
目指す。

芳野城を守る会
【芳野城を中核にした地域活性化事業（芳野城夢プラン）】
　芳野地域の貴重な史跡である芳野城を整備する
ことで地域住民の連帯意識を高め、観光資源の活
用や歴史、史跡学習会など地域活性化を図る。

ＵＤＡミニバス
ケットボール
スクール

【宇陀松山親子寺小屋】
　学校教育で一番欠けていると思われる大切な
内容に焦点を当て、寺小屋として開催してきた。
今回は簿記教育に取り組む。簿記の間口が狭い
ので、高学年に簿記３級に触れることは大変意
味がある。

紀伊半島交流会議
伊勢街道分科会

【地域と創る宇陀の魅力事業】
　地域の方々とともに新しい可能性を探ること
を目的として、宇陀がもつ豊かな自然や歴史、
文化の情報を広く伝える事業に取り組む。まち
づくり協議会などと協働して、ウォーキングマッ
プやパンフレットの製作を軸に宇陀の情報を発
信し、地域で開催される季節の催しを案内する。

龍口地区活性化
プロジェクトチーム

【城山城跡及び龍口城跡を中核にした地域活性
化事業（ふるさと歴史「生き」「活き」プラン）】
　室生龍口には県および市指定無形文化財があ
る自分たちが生活する地域の無形・有形の文化
財を知り、歴史ある宇陀市で生まれ育ったこと
を誇りにしてもらう。

うだ子ども能楽教室

【うだ子ども能楽教室】
　伝統文化の能楽をプロの能楽師から手ほどき
を受けることで、心を豊かにし、能楽を通して
礼儀作法を身につける。「あきの螢能」等で発表
を通して郷土に愛着を持ち、日本の伝統文化に
関心を持つ子どもを育てる。

宇陀の薬草を
全国に広める会

【宇陀松山 薬草 発酵 博覧会の開催】
　宇陀松山地区周辺のマルシェを開催していた
「奈の音」、「久保本家酒造」、「報恩寺」が推古天
皇の時代から続く「薬草」と、老舗の酒造、醤油、
漬物の加工技術である「発酵」をテーマにした
イベントを６月に開催する。

宇陀未来推進会議

【日本中の 20 ～ 30 代に宇陀を『伝える』映
像制作プロジェクト】
　日本中の 20 ～ 30 代をターゲットにした宇
陀の『暮らし、仕事、風景』を題材にした映像
作品の制作を行い、宇陀に興味を持つキッカケ
を作り、活用して移住定住する人口を増やす。

ゆたかな宇陀

【大和宇陀ワクワク体験プロジェクト】
　宇陀市で実施可能な様々な体験をプログラム
化し、体験を求める個人や団体に情報を提供し
受け入れる窓口となる。
　観光目的の「交流人口」から地域の人々との
多様に関わる「関係人口」へと親密さを図る。
移住や多拠点生活の橋渡し役となる。３年計画
事業の２年目。

イルミネーション
実行委員会

【榛原駅イルミネーション事業】
　榛原駅前のイルミネーションを観光の目玉に
なる立派な物にする。ＬＥＤの電飾を駅前広場
の樹木や屋根に飾り付け、景観の美化を促し規
模を拡大して新規に点灯式を行う。ＳＮＳから
の拡散も見込み見物客も期待できる。今後、北
口にもイルミネーションの設置を検討している。


